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あらまし 近年、 子 どもたちの 自然俳験が不足 して い るとい われて い ることか ら、子 どもたちには継続約で

目的意識のある 「体験鞆舌動」 が重要になります、川や池などの 水辺は 、 子どもたちにとっ て、安金に遊ぶ

こ と力灘 しい嫐 とされて い ますが、蔵 圭弛 にも存在することから、身近な自熊 こ目を向ける ことの できる

場所で免 本研究で は 、 天白区にある新池の野外調査を行い ま した。水生櫨吻の生育の状況には、四季に伴

う変化を顕著に とらえるこ とがで きました。また、トン ボの 種によっ てため池における行動範囲が違 っ てい

るこ とも分か りま した。 水辺は 、 定期的に調査するこ とで 四季の変化をとらえる ことができる場所であり、

また自然に親しむための教材として有効に活用したい場であると考えられますL

キ
ー

ワ
ー

ド　小学校、理科、体験的学習、ため池

1． 方法

　平成 22 年 7 月か ら天白区に ある新池（平均ね深

10Ckコm 、水面の 面積 7445  ）で行っ てい る水質調査

および生物7）擽集調査を行い ました。調査は、約1ヶ
月に

一一
回の頻度で現在も継続中です。

　諮 幇こは、景観とともに ガマ 、ヒシなどの水生殖

物の生育を 目視により観察し、記録をしました。調査

地 点は、水面が開けてい る Sta．1、浮遊 性の ヒシ が見

られる Sta，2、抽水性のガマ の群落が年間を通してみ

られる Sta．3 の 3地点としまし為 各地点におい て表

層と底層の 採水を行い 、水温、pH 、溶存酸素   O ）、

電気伝導率（EC）を測定し、また、栄養塩分析および

植物プラン クトン 現存量を測定するための 試料を採

取しまし鳥 各地点におい て、池水から鄭吻フツンク

トン、植物プラン クトンを採集し、欟 凝 現存量を

調べ ました。
コ ン クリ

ー
ト、ガマ および ヒシか らプラス

チックブラシ を用い て付着物をはぎおとし、試料とし

ました。

　6月か ら10 月にかけて は、ヤゴやユ ス リカなどの

水生生物の採集をして 、種類構成を調べ ました。ま

た、出現したトンボを採集し種類を特定し、気象条件

を考慮し、時間を変えながら目視によりトン ボの 飛行

飜 観察し、記録しました。

2， 結果および 考察

　調査期間中に水温は、5℃から29℃と変動し、最

高蜘直は 8月の 29℃ で した。新池で みられた水生植

物は、ヒシ 、ガマ 、ヒツジグサ の 3種類です。ガマ は、

平均して池の水面の 46％を占めて い ます。ガマ は、
8 月に最も成長し、丈の 長さは約 i40crnになりました

が、10月上旬に、水面上は切られ、水面下の み に存

在します。またヒシ は、5月か ら8月に育成し、8 月に

最も成長し、池の 水面の 27％を占めましたが、9月に

は消滅しました。この ことか ら季節に より、水生植物

の 生育が変化してい ることが顕著に分かります。

新池で みられたトンボ は、ムス ジイトトンボ、シオカ

ラトン ボ、ショウジョ ウトンボ 、コ シア キトン ボ、チョウト

ンボ、ギンヤ ンマ の 6種類です。コ シ アキトン ボや シ

オカラトン ボや ショ ウジョウトン ボは、岸沿い を飛行し

て い ることが多く観察されました。 そ の ことからガマ

や岸で 翅を休めて いることが考えられます。また、ギ

ン ヤン マ は池全体を使っ て長い 日絹躑 ラして い るこ

とが多くありますが連結しながら交尾してい る姿は、

決まっ た木立で観察することがで きました。トン ボ は

種類によっ て、縄張り、行動範囲、交慰昜所などに違

い があることが分ひりました。

水生植物やトンボは、肉眼で見ることができるため、

子どもたちが興味を持っ て観察することの で きる手

がか りとなることが期待され ます。本研究 D 成果を基

に、子どもたちの 自然理 解を深め、理科4 年生の 単

元 「季節と生き物」、5年生の 単元 「水中の 小さな生き

物 の 資料 として活用して い きたい と考えてい ます。
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